
こんなものを読んできた（45） 

「神の目の小さな塵」ラリー・ニーブン＆ジェリー・パーネル （創元推理文庫） 

校長・鈴木 健 

 

 最近の高校生は SF なんて読まないだろうと思ったのですが、「私が好きなんだからいい

か」ということで…。私が高校生だった半世紀前にはまだライトノベルというものがなく、

読書が好きな人はＳＦとかミステリーとかを読んでいたものです。ニーブンとパーネルはそ

のころ人気のあったＳＦ作家です。最近、代表作の「神の目の小さな塵」の新装版が出たの

で数十年ぶりに読んでみました。 

 数千年の未来、人類帝国の戦艦「マッカーサー号」の艦長ロッド・

ブレインはコールサック暗黒星雲から飛来する謎の物体の調査を命じ

られ、捕獲に成功します。謎の物体は、人類がはじめて接触した異星

人の宇宙船でしたが、乗員は死亡していました。ロッドは引き続き異

星人（モート人）の探索を命じられ、モート人の母星を発見します。 

 モート人は、社会階級や職業に応じて姿形の異なる不思議な生物で

したが、高度な技術と学習能力をもつ平和的な種族であるように思わ

れました。しかし、あることがきっかけで、モート人は定期的に妊娠・

出産をしないと死んでしまう生物で、爆発的な繁殖力のために、「人口

増加～資源不足～戦争による滅亡～生き残りによる再建」を繰り返し

てきたことが判明します。また、彼らが超人的な戦闘力を持つ戦士階級の存在を人類に隠し

ていたことも明らかになります。モート人が人類の持つ超光速航法の技術を吸収し、宇宙に

進出してきたら、爆発的な繁殖力と戦士階級の戦闘力で人類はひとたまりもなく滅ぼされて

しまうのではないか？ 人類はモート人と友好関係を結ぶべきか？ それとも、今のうちに

モート人を絶滅するべきか？ 人類は究極の選択を迫られます…。 

 よく作りこまれたモート人とモート文明の設定、帝国宇宙艦隊の描写など、これこそＳＦ

です。ただ、最初に読んだ数十年前から不満なのが、唯一の女性登場人物であるサリー・フ

ァウラーの人物描写です。サリーは人類学の研究者、艦長のロッドの婚約者という設定なの

ですが、とにかくこの人が全然活躍しません。 

 モート人には悪意はありません。しかし、その生物としての性質が人類にとって脅威です。

人類の安全は確保したいが、罪もないモート人を絶滅することは道徳的に許されないので

は？ みんながこの問題で悩んでいるのに、サリーは「知的生物はみんなお友達」という感

情論でしか発言せず、人類学者としての知性が感じられません。作品の中の人類帝国は貴族

制の軍国主義社会で、女性は淑やかさを求められている、ということはあるでしょう。しか

しこれはちょっとひどい感じです。また艦長のロッドもあまり活躍しません。作品の始めに

はこの二人がヒーロー・ヒロインかと思っていたのに、後半になるとわき役と思われていた

人物が、どんどん物語を動かしてしまいます。これは狙ってやっているのでしょうか。そこ

はちょっと不思議ですが、ＳＦの古典的名作であることは確かです。 


